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教育ネットワーク事務局

新聞社の持つ社会的資源を「教育分野」で還元

・ニュース・リテラシー教材の開発・提供

・新聞記事を使ったワークシート教材の開発・提供

・SDGｓ教材の開発・提供

・「ビブリオバトル全国大会」開催など活字・読書文化の振興

◆米NPO「ニュース・リテラシー・プロジェクト」と提携



ニュース・リテラシー 「情報の真偽を見抜く力」

正確な「ニュース」に見えても歪められたり、大げさだったり

悪意ある「ニュース」は人を傷つける

誤った「ニュース」は社会を混乱させる

あふれるニュースから、取捨選択できる能力が大切



ニュース・リテラシー浸透へ重層的取り組み

◆世代別の段階的かつシームレスな対応を追求

小学生 中学生 高校生 大学生 成人

読解力向上ワークシート

NL出前授業

NLワークショップ

新聞制作体験

新聞でのキャンペーン展開。連載、世論調査、出版など



小中学生向けワークシート教材

◆小中学生の読む力・考える力を養う

▽よむYOMUワークシート

読解力向上に狙いを定めた有料版

▽ワークシート通信

新聞に親しんでもらうための無料版



ニュース・リテラシー出前授業

◆小中高校生に「情報の真偽」見極めの大切さ伝える

▽小中学校用、高校用に内容を変えて展開

▽年間２４校で実施

▽小学校教諭向け教材を開発中



「ニュース・リテラシー」ワークショップ

◆大学生らに「自分ごと」として考えさせる

【実例】

・早稲田大学の学生１５人（２２年１０～１２月）

・テーマは「ニュース・リテラシーを広げるために

読売新聞は何をすべきか」

・３班に分かれて提言をプレゼン発表



学生新聞「キャンパス・スコープ」共同制作

◆大学生に報道の意義と難しさを体感してもらう

【実績】

・年１回発行。２２年度（第４６号）はカラー２４ページ

・特集「ウクライナに平和を」など

・早慶上智、法政、中央など１０大学３７人参加

・１２万部を全国の大学などに配布



新聞でのキャンペーン展開

新聞でのキャンペーン展開

◆読者にニュース・リテラシーの大切さ訴える

【掲載例】

・子ども「ニュースの読み方」調査（２２年１月）

・長期連載「虚実のはざま」（２１年１～９月）

→「情報パンデミック」出版（中央公論新社）

→シンポジウム開催（２２年１１月、東京）



◆２２年１月２７日付

読売新聞朝刊

※調査協力：電通総研



▽ メディアの垣根越え 有志１１社で勉強会

▽ 新聞７社連携「出前授業」＠埼玉

ニュース・リテラシー浸透へ 他社とも協力

・２２年度開始。読売、朝日、毎日、日経の新聞４社が９校で実施

・２３年度は産経、東京、埼玉の３社も加わり「７社連携」に

・埼玉県内の県立高校に呼びかけ

・スマートニュース、NHK、日テレ、J-CAST、電通総研など

・２２年６月発足。各社の取り組み紹介や意見交換



▽ 課題

ニュース・リテラシー浸透へ

・リテラシー教育の必要性に関する認識共有

→啓蒙活動の拡大

・各社努力の重複を解消し、連携して効果を最大限に

→共通プラットフォームの創設

・継続実施には人材育成と資金確保が不可欠

→より強力な官民協力の必要性



ご静聴ありがとうございました。

読売新聞
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